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巻頭書記 

春を感じられるこの季節。水辺に集まる人も多く

なりました。会員の皆さんの周りでは桜は咲いてい

ますか？いつもの道を少し遠回りして、桜を眺めた

くなります。JRRN では、この季節にしか見られな

い「桜のある水辺風景」の写真を募集しています。 
本号では、「ARRN 年次報告 2009」が完成し、

ARRN ホームページがリニューアルしましたので報

告いたします。 
また、ARRN 主催「第 7 回水辺・流域再生にかか

わる国際フォーラム」（2010 年 9 月韓国開催）のお

知らせ、会員からの２つの記事を掲載しています。  
引き続き、JRRN 会員皆様のご支援とご協力をお

願い申し上げます。 
 

JRRN 活動報告(1) 

  「ARRN 年次報告 2009」（日本語版・英語版）が完成しました 

 ARRN（アジア河川・流域再生ネットワーク）の

設立3年目（2009年）の活動報告を取りまとめた

「ARRN年次報告2009」（日本語版・英語版）が完

成し、JRRNホームページ上に公開致しました。 
http://www.a-rr.net/jp/info/letter/annualreport/ 
 
本報告書では、ARRNを構成する日中韓の各国内

ネットワークの年次報告も掲載され、「JRRN年次

報告2009」も兼ねております。年次報告を通じ、

JRRNの１年間の歩みをご覧頂ければ幸いです。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ARRN年次報告2009（日本語版・英語版） 
（JRRN 事務局 和田彰） 

Volume 34 ･ 2010 年 4 月  

JRRN Newsletter 
日本河川・流域再生ネットワーク  http://www.a-rr.net/jp/ 

 

目 次                                                                                             Pages
 JRRN 活動報告………………………………………………………………………………………………  1

 会 員 寄 稿 記 事 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …  4

 JRRN 会員・ARRN 関係者からのお知らせ……………………………………………………………………… 7

 会 議 ・ イ ベ ン ト 案 内 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …  8 

 冊子・ビデオ等の紹介 ……………………………………………………………………………………………8  

 会 員 募 集 中 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …  9 

「日本河川・流域再生ネットワーク（JRRN）」は、河川・流域再生に関わる事例・経験・活動・人材等を交換・共有することを通

じ、各地域に相応しい水辺再生の技術や仕組みづくりの発展に寄与することを目的として、2006 年 11 月に（財）リバーフロ

ント整備センターが設立した団体です。また、「アジア河川・流域再生ネットワーク（ARRN）」の日本窓口として、日本の優れ

た知見をアジアに向け発信し、同時に、アジアの素晴らしい取組みを日本国内に還元する役割も担います。 
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JRRN 活動報告(2) 

 ARRN 主催「第 7 回水辺・流域再生にかかわる国際フォーラム」（9 月・韓国）のご案内 

 今年度で７回目となる「水辺・流域再生にかかわ

る国際フォーラム」は、2010年9月に韓国で開かれる

International Symposium on Ecohydraulics(国際

生態水工学会)の特別セッション内で開催します。 
 プログラムはまだ確定しておりませんが、ECRR
（ ヨーロッパ河川再生センター）のFokkens会長

を基調講演にお迎えし、全６名の講演者で構成され

る予定です。 
ARRN内のネットワーク強化とともに多くの方に

この国際フォーラムに参加いただき、ARRNを知っ

ていただく機会となることを期待しています。 
 プログラム等の詳細が確定しましたら、改めてご

報告いたします。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

JRRN 活動報告(3) 

 『桜のある水辺風景 2010』 写真募集のご案内 

 桜の咲くこの季節にだけ見られる水辺の風景があ

ります。桜色に染まる水面や人々が楽しむ姿。会員

のみなさまの知っている風景はどんな風景でしょう

か。 
JRRN では、「桜のある水辺風景」を通して、水

辺の美しさや人々との関わりについて考える機会を

つくることを目的に、会員のみなさまから「桜のあ

る水辺写真」を募集しています。 
応募いただいた写真は、みなさまにご紹介すると

ともに、JRRN の今後の活動に活用させて頂きたい

と考えております。 
北海道から沖縄まで、日本の魅力、また水辺の魅

力を再認識させてくれる様な、素敵な「桜のある水

辺写真」をお待ちしております。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（JRRN 事務局 沼田彩友美） 

応応募募ににつついいてて  

◇ 応募内容 ： 

「桜のある水辺写真」（2010 年に撮影された写真） 

◇ 応募期間 ： 平成 22 年 3 月 15 日（月） 

～平成 22 年 5 月 31 日（月） 

◇ 応募方法 ：「応募シート」に必要事項を記載し、

送付してください。 

◇ 応募した写真は ： 

  応募期間終了後に、JRRN ニュースレター上に

てご紹介させて頂きます。 

◇ 応募先等の詳細はこちら ： 

http://www.a-rr.net/jp/info/letter/information/1933.html 

 

●講演者１：Mr. Bart Fokkens（ECRR 会長） 
タイトル「10 years experience of the European 
Centre for River Restoration」 
●講演者２：Huang Jinhui 
タイトル「Study on Environmental Flows and 
Eco-restoration Practice in Yellow River Delta 
Wetland」 
●講演者３：韓国の講演者 
●講演者４：傳田 正利（（独）土木研究所） 
タイトル：Improvement of Individual-based models 
by using GIS and a Wild Animal Auto-tracking 
System 
●講演者５：日中韓以外のアジアの講演者 
●講演者６：日中韓以外のアジアの講演者 

【予定講演者】 

（JRRN 事務局 沼田彩友美）
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JRRN 活動報告(4) 

  ARRN ホームページがリニューアルしました 

 ARRN（アジア河川・流域再生ネットワーク）の

ホームページ（英語版）を3年ぶりにリニューアルし

ましたのでご案内させて頂きます。 
 アジア地域における河川・水辺の再生に関する情

報・事例・技術・経験・人材等を交換・共有する仕

組みを構築することを目的の一つとして2006年11
月にARRNが設立されました。ARRN設立後から現

在までJRRNがARRN事務局を担い、毎年開催され

るARRN情報委員会及び運営会議を通じて日中韓を

中心とする関係者との協議を重ねながら、JRRN事

務局が中心となりARRNホームページの再構築を進

めて参りました。 
 基本的に、各国内情報は各RRNのホームページ内

に掲載することをルールとし、アジアの共通情報を

今回リニューアルしたARRNホームページ上に掲載

することにしております。（例えば、日本国内の関

連情報はJRRNホームページ内で紹介） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

http://www.a-rr.net/  
 
 JRRN事務局では、皆様が取組む河川・流域再生

活動に貢献できる情報媒体を目指し、引き続き

JRRN及びARRNホームページの質の向上を図って

いきたいと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（JRRN 事務局 和田彰） 

ARRN Activity Report

Resources

News and Events TOP
http://www.a-rr.net/

About ARRN ARRN Overview

Major Activities

Organization Structure

＜トップ画面掲載項目＞
・Latest News（web更新）

・ARRN Members（会員組
織である日本JRRN, 中
国CRRN, 韓国KRRNへ
のリンクバナー）

Membership Current Members

Member Registration

Projects

ARRN Publications

⇒設立背景・目的・規約・概要説明資料

⇒活動概要・年次報告宣伝・ニュースレ
ター宣伝・ニュースメール宣伝等

⇒組織構造・運営会議構成員紹介

⇒RRNメンバー・Non-RRNメンバー

⇒会員特典・期待する役割・入会手順・新
RRN設立方法

⇒国際フォーラム・ワークショップ・運営会議・委員会・組織交流・広報活動

⇒ARRN出版物（ガイドライン等）・年次報告・ニュースレター・ニュースメール

⇒河川再生に関連するARRN事務局や関係者からのニュース・行事（ARRN主
催行事以外も含む）の案内版

⇒河川再生に関連する技術指針・書籍・参考資料・論文等

⇒アジアを中心とした河川再生事例

⇒河川再生に関わる海外の組織リンク集Links

新 ARRN ホームページのサイト構造 
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会員寄稿記事(1) 

韓国四大河川再生プロジェクトと漢江の利用状況を見聞してきました  
 

寄稿者：滝 泰臣（JRRN 会員） 

 

2月23日から4日間に渡り、韓国の四大河川再生プ

ロジェクトの内容とソウル特別市管理区間の漢江

（ハンガン）について見聞してきました。四大河川

再生プロジェクトは韓国の李明博（イ・ミョンバク）

大統領の目玉事業で任期の2012年までに四大河川

（漢江・洛東江・栄山江・錦江）でそれぞれ洪水防

御や水質改善・水資源確保・生態復元などの目的で

一気に22兆ウォン（約1.8兆円）の河川整備事業を行

うという、日本では考えられないほどのスピードで

計画された事業です。堰（小型のダム）だけでも十

数箇所あり、堤防強化の延長は何と600ｋｍという非

常に大規模なプロジェクトです。工事発注も大型工

事はターンキー方式※でほぼ発注されておりました。 

※ターンキー方式：請負事業者が設計、施工、装備、試運転ま

で全てを一括して行い、発注者が直ちに使用することができ

る状態で施設を引き渡す方式。 

 
韓国河川・流域再生ネットワーク（KRRN）の事

務局でもある韓国建設技術研究院（KICT）の安上席

研究員（博士）を訪問し、プロジェクトの内容や各

河川の特性や課題、さらには歴史的背景について教

えて頂きました。 

 

写真 1 KICT での概要説明受講 

 

 

 

写真 2 弊社の工法説明 

 

我々からは弊社の河川整備の各工法の紹介をさせ

ていただきました。韓国では河川護岸工法の採用に

あたり護岸の力学的な設計法がなく実績と経験によ

り採用されているようでした。現在安定性について

は実験中でガイドラインの策定を進めておられまし

た。安氏は次の段階で早急に河川環境や生態系につ

いての指針をまとめられる予定とのことでした。 

韓国では建設会社にも訪問し、韓国のコンクリー

ト製品会社の河川護岸用製品の説明を受けましたが、

弊社の製品を含め、日本で見たことのある製品がす

でに多数あり、見事に活用？されておりました。あ

る会社のホームページでは当社の実績写真がそのま

ま使用されているケースなどもありました。（笑） 

すでに WEB で世界は一つになっていることを実感さ

せられました。 

翌日ソウル特別市管轄の漢江植生回復の試験施工

の現場を見学しました。漢江は 1988 年開催のソウル

オリンピックの時期に合わせて、高速道路網や河岸

整備を一気に進められたそうです。 

 



 

日本河川・流域再生ネットワーク (JRRN) 5

その際低水護岸は河床に階段状のブロックを設置

し、水際の遊歩道を設け、その上を張ブロックで整

備しています。（写真 3） 

現在ソウル特別市では漢江ルネッサンス計画とい

う、都市部の漢江を利用面まで含めて整備中で大規

模な水上レストランや護岸の植生回復実験など、積

極的に取り組まれておりました。（写真 4） 
ソウル市内の漢江を見学してまず驚いたのは、数

10ｋｍに渡り堤防上が6車線から10車線の高速道路

（無料）になっており、スーパー堤防のような状況

でした。（当然法律の違いもあるのでしょうが）また 

その高速道路が常に渋滞しているという、なんとも 

 

 

写真 3 漢江低水護岸及び利用状況 
（リバーサイドマンションが林立） 

 

 

 
写真 4 植生回復実験状況 

（冬のため植生はまだですが） 

活気のある大都会でした。韓国経済も元気が無いと

聞いておりましたが、はるかに日本より活気を感じ

ました。（写真 5） 

都市部の高水敷にはコンビニやカフェテリアが設

置され、水辺には水上レストランが浮び、自転車道

にはおしゃれなマウンテンバイクで駆け抜けるソウ

ル市民の姿。日本の多摩川や荒川も見習うべき利用

方法がある気がしました。（写真 6） 

最後になりますが、今回の韓国見学は韓国建設技

術研究院の安博士はじめJRRN事務局の皆様方のご支

援で実施することができました。末筆ながら以上の

皆様方に厚くお礼申し上げます。 

 

 

写真 5 江南地区は一般道も片側 5 車線 

 

  

 

写真 6 高水敷のカフェテリア（移動式？） 
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会員寄稿記事(2) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土文化研究所 主任研究員 岡村幸二（JRRN 会員）

 

 

川面を彩る春景色：南伊豆の里山に囲まれて暖かい川風がそよぎます 
 

 

 

◆桜餅の桜の葉の生産は松崎町の隠れた特産 

町の中心を流れる那賀川には、３月下旬には春を告げる菜の花や桜が咲き誇ります。周囲の里山には、

桜餅を包む桜の葉に使われる大島桜が植えられています。 

※国土文化研究所は、株式会社建設技術研究所のシンクタンク組織です。

水辺からのメッセージ No.11 

撮影：2008 年 4 月（静岡県松崎町那賀川）

 JRRN 会員皆様からの寄稿記事を募集しています！ 
 旅先で見かけた水辺の風景や思い、水辺再生に関わる様々な活動報告、また河川環境再生に役立つ技術等、

JRRN 団体・個人会員皆様からの寄稿記事をお待ちしています。（JRRN 事務局） 
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JRRN 会員・ARRN 関係者からのお知らせ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【JRRN 会員からの提供情報】 
 
JRRN 団体会員である（株）ディーリンク様

より水質浄化に関する製品情報を御提供頂き

ました。 ※詳細は以下参照
http://www.a-rr.net/jp/exchange/product/1919.html  

       

【JRRN 会員からの提供情報】 
 
 

 
 

 JRRN 個人会員より、アメリカにおけるダム撤去に関する

報道記事情報の続編を御提供頂きました。この英文記事の日

本語仮訳資料もご提供頂きましたので、以下よりダウンロー

ド可能です。（言語：日本語） 
→http://www.a-rr.net/jp/exchange/docs/04-0029.pdf 

 
また、本記事を扱ったオリジナルの英文ホームページは以

下よりアクセス可能です。（言語：英語） 
http://enr.ecnext.com/coms2/article_inwd100224KlamathDamRe 

 

【JRRN 会員からの提供情報】 
 
JRRN 団体会員である社団法人日本河川協会

から「河川文化を語る会」のイベント案内です。 
  
【第 143 回】 
◆テーマ：「水・物質循環から見た自然と共生する流

域つくり～沖縄石垣島を例として」 
◆講師：池田 駿介氏（東京工業大学 名誉教授） 
◆日時：平成 22 年 4 月 26 日（月）18:00～20:00 
◆場所：厚生会館（全国土木建築健保） 
 
【第 144 回】 
◆テーマ：「ラムサール条約湿地に登録された「秋吉

台の地下水系」～地下川の自然を探る～」 
◆講師：庫本正氏（秋吉台科学博物館 名誉館長） 
◆日時：平成 22 年 5 月 29 日（土） 14:10～16:10 
◆場所：山口県旧県議会議事堂 
 
【第 145 回】 
◆テーマ：「歴史事象としての河内の洪水と大和川の

付け替え～洪水対策 300 年事後評価」 
◆講師：佐藤 洋一郎氏（総合地球環境学研究所副所長） 
◆日時：平成 22 年 6 月 21 日（月）18:00～20:00 
◆場所：厚生会館（全国土木建築健保） 
 
○申込／問合わせ：（社）日本河川協会 
   URL：http://www.japanriver.or.jp/ 

【海外からの提供情報】 
INBO-ECRR企画「河川再生入門編の Eラーニング講習（無料）」 
 
ECRR（ヨーロッパ河川再生センター）の理事を務め、CIRF

（イタリア河川再生センター）に所属する Bruna Gumiero 氏

より、INBO（国際流域機構）と ECRR 共催のＥラーニング講習

プログラム（無料）のご案内を頂きました。 
 

 ※詳細は以下参照（言語：英語） 
http://www.a-rr.net/jp/exchange/docs/INBO-Academy_ECRR2010.pdf  
 

 

【JRRN 会員からの提供情報】 
 
JRRN 会員より水問題の朗読劇 WEB 版のご

案内です。 

 
※詳細は以下参照 
http://www.a-rr.net/jp/exchange/news/2086.html         
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 会議・イベント案内 （2010 年 4 月以降） 

（ARRN・JRRN 主催・共催の会議・イベント） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（その他の河川再生・河川環境に関する主なイベント） 
 

■第 99 回定例講演会「河川環境行政の変遷 -近世から

近代そしてポスト近代へ-」 

○日時：2010 年 4 月 19 日(月) 17：00～18：30 

○会場：いであ株式会社 GE カレッジホール 

○主催：特定非営利活動法人 地球環境カレッジ 
http://www.a-rr.net/jp/event/03/1922.html 

 
■琵琶湖外来魚駆除大会 

○日時：2010 年 4 月 25 日(日) 10:00～15:00 

○会場：滋賀県草津市志那中湖岸緑地 

○主催：琵琶湖を戻す会 
http://www.a-rr.net/jp/event/02/2076.html 

 
 

 

 

■第 143 回 河川文化を語る会『水・物質循環から見た

自然と共生する流域つくり～沖縄石垣島を例として』 

○日時：2010 年 4 月 26 日（月）18:00～20：00 

○会場：厚生会館（全国土木建築健保） 

○主催：社団法人日本河川協会 
http://www.a-rr.net/jp/event/03/1899.html 

 
■第 144 回 河川文化を語る会『ラムサール条約湿地に

登録された「秋吉台の地下水系」～地下川の自然を探

る～』 

○日時：2010 年 5 月 29 日（土） 14:10～16:10 

○会場：山口県旧県議会議事堂 １Ｆ「夢交流ホール」 

○主催：社団法人日本河川協会 
http://www.a-rr.net/jp/event/03/1921.html  

冊子・ビデオ等の紹介 
 
■ アジアに適応した河川環境再生の手引き ver.1  

（2009.3 発刊） 

・ 発行：アジア河川・流域再生ネットワーク（ARRN） 

・ 価 格： 無 料 

 
ARRN が今後作成を目指す「アジ

アにおける河川再生技術指針」の入

門編として、非専門家の方々にも河

川再生の意義やアプローチを理解し

て頂くことを目的に、写真や図を主

体に平易な解説文を添えて作成致し

たものです。 
 

■ 図説 日本の河川（2010.2 発刊） 

 

・編者：小倉紀雄 ・島谷幸宏 ・谷田一三 

・出版社：朝倉書店 

・発行年月： 2010 年 1 月 

・価格： ￥ 4,515 円（税込） 

・ISBN： 978-4254180336 

 
本書では、総説として日本の川

の特徴に触れた上で、日本全国の

53 河川を取り上げ、川の魅力や

豊かさ、自然、文化、特徴を美し

い写真とともに紹介しています。 
なお、本書執筆には JRRN 事

務局長や複数の JRRN 会員の

方々も関わっています。

本手引きをご希望される方は、「（財）リバーフロント整備

センター企画グループ」までご連絡ください。送料のみご負

担いただいた上で、無料で提供致します。 
電話：03-6228-3860 / Fax：03-3523-0640 

■第 5 回 JRRN 河川環境ミニ講座（予定） 
○開催時期：平成 22 年 5 月中旬頃 

○開催場所：東京都内 

○講 師： 海外における河川・流域再生に携わる実務者（予定） 
 ※詳細が決まりましたら JRRN ホームページ上でご案内致します。 

 

■第 7 回 ARRN 水辺・流域再生に関わる国際フォーラム 
○開催時期：平成 22 年 9 月 12 日～16 日の間のいずれか 1日 

○開催場所：韓国・ソウル市（第 8回生態水工学国際シンポジウム ISE2010 内の特別セッションとして開催）

○講 師： ECRR（ヨーロッパ河川再生センター）会長、日中韓より各 1名、その他アジアより 2名（予定） 

○URL: http://ise-2010.org/  
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■ JRRN の登録資格（団体・個人） 

JRRN への登録は、団体・個人を問わず無料です。 

市民団体、行政機関、民間企業、研究者、個人等、

所属団体や機関を問わず、河川環境の整備・改善に携

わるすべての方々のご参加を歓迎いたします。 

 
■ 会員の特典 

会員登録をされた方々へ、様々な「会員の特典」を

ご用意しています。 

(1) 国内外の河川環境に関するニュースを集約した

「JRRN ニュースメール」が週に１回～２回メール

配信されます。 
(2) 国内外のセミナー、ワークショップ等の開催情報が

入手できます。また JRRN 主催行事に優先的に参

加することが出来ます。 
(3) 必要に応じた国内外の河川再生事例等の情報収集

の支援を受けられます。 
(4) JRRN を通じて、河川再生に関する技術情報やイベ

ント開催案内等を国内外に発信できます。 
(5) 韓国、中国をはじめとする、ARRN 加盟国内の河

川再生関連ネットワークと人的交流の橋渡しの支

援を受けられます。 
 

■ 会員登録方法 

詳細はホームページをご覧下さい。 

http://www.a-rr.net/jp/info/member.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2010 年 3 月 31 日時点の個人会員構成 

（個人会員数：416 名、団体会員数：18 団体） 

 

日本河川・流域再生ネットワーク(JRRN) 事務局    

財団法人リバーフロント整備センター 企画ｸﾞﾙｰﾌﾟ内 

〒104-0033 東京都中央区新川 1丁目 17 番 24 号 ロフテー中央ビル 7階 

Tel: 03-6228-3860 Fax:03-3523-0640 E-mail: info@a-rr.net URL:  http://www.a-rr.net/jp/ 

JRRN
団体会員

JRRN
個人会員

非会員
（一般の方）

1 ホームページへのアクセス及び各記事へのコメント入力
※1 ◎ ◎ ◎

2 ホームページ「イベント情報」欄でのイベント掲載
※2 ◎ ◎ ◎

3 ニュースメール（週2回）の配信
※3 ◎ ◎ ×

4 Newsletter（毎月）及び年次報告書（年1回）等の発刊案内メールの配信
※3 ◎ ◎ ×

5 JRRN/ARRN主催行事の優先案内・優先参加
※4 ◎ ◎ ×

6 国内外の河川再生関連情報・技術収集や専門家・組織紹介の支援
※5 ◎ ◎ ×

7
ホームページ「最近の話題・ニュース」及びニュースメール「会員提供情報」欄で

団体が関わる行事や出版、技術や製品等の案内の掲載
※6 ◎ △※7 ×

8
ホームページ「会員登録」「人・組織のつながり」欄及び年次報告書内で団体
名の掲載

◎ × ×

9 ARRN活動に関連する英語ニュース（ARRN Newsletter等）の不定期配信
※8 ◎ × ×

10 JRRN及びARRNが保有する国内外専門家・団体等との連携等の支援
※9 ◎ × ×

JRRNが提供するサービス

JRRN 会員特典一覧表（団体会員・個人会員） 

【発行・問合せ先】 

ＮＰＯ法人 2.0%

地域団体・市民団体

5.2%

民間企業 51.1%

行政機関 10.5%

公益法人 9.0%

研究所・大学 14.2%

学会・ネットワーク

0.2%

その他 7.7%


